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３）気候変動適応を⽣物多様性ビッグデータを基にして考える



国際⽬標：2030年ネイチャーポジテイブ、2050年⾃然と共⽣する社会
１）背景とモチベーション



⽣物多様性の豊かさや価値を“⾒える化” することが
ネイチャー・ポジテイブへ向けたアクションの基本になる

気候変動（温暖化・海洋酸性化）

乱獲や開発による⼈為インパクト

１）⽣物多様性を⾒える化する意義

⾃然は⼀般の⼈には⾒えない
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⽣物多様性デジタルツインの基盤情報
空間解像度：20mスケールで⽣物種分布を予測
時間解像度：3か⽉単位で更新が可能

⾚⾊・⻩⾊エリアが種数が豊かなことを⽰す

千葉市の維管束植物の種数分布

横浜市の維管束植物の種数分布

熊本県の維管束植物の種数分布

⼋重⼭諸島
イシサンゴの種数分布



地球上の動植物50万種以上
海20万種+陸30万種
地球上の⽣物1/3を網羅したデータセット

1kmスケール解像度の⽣物多様性情報地図情報サイト
https://biodiversity-map.thinknature-japan.com

J-BMPグローバル：全球⽣物多様性マップ

⼟地海域エリア毎の保全利⽤情報の提供“ネイチャー” の空間情報を可視化した

⽣物多様性地図：J-BMP





実際に観測された分布データに環境データ（地理・気候情報等）を紐付けて
機械学習で個々の⽣物種の分布を推定する





Vascular plant (5614 species)

維管束植物の種多様性を地図化

⾚⾊・⻩⾊エリアが種数が豊かなことを⽰す

機械学習による種分布予測を基に
全種を重ね合わせて種数を可視化



１km空間解像度の分布データと機械学習による種分布予測

維管束植物

種数

哺乳類
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魚類
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⾚⾊・⻩⾊エリアが種数が豊かなことを⽰す

⽇本全⼟の陸域の⽣物多様性を可視化



海産⿂類
⾙類 甲殻類

イシサンゴ類 海草藻類

⾚⾊・⻩⾊エリアが
種数が豊かなことを⽰す

⽇本沿岸海域の種多様性を可視化



⽇本の沖合表層海域の⽣物多様性（種数）を可視化
⿂類⿃類哺乳類（クジラ類）

爬⾍類 頭⾜類
⾚⾊・⻩⾊エリアが
種数が豊かなことを⽰す



⽣物多様性ビッグデータ
⽣物分布データ 環境（気候地理）データ

種の有用性
（用途情報）
あるいは
有害性

（外来種・害獣）
機能的多様度

生態系サービス地図

種の機能特性
体サイズ

物質生産に関わる
特性

社会経済指標地図

齢別
人口分布 土地海域利用の

空間分布

土地価格
分布 経済収益

分布 農業・漁獲
統計

社会経済データ

マクロ生態学・保全関連の指標地図

古生物学的情報
例えば

分布レンジの
地史的変化

種の
系統情報

種の保全情報
RDBランク

種個体数

系統的多様度
進化的特異性

種の
生態的特性

種の
遺伝情報
遺伝的多様度 種多様度

⽣物の空間分布情報に紐付けられる様々な情報



⽣物多様性の恵み ＝ ⽣態系サービスの⼀つ

種の遺伝・系統・⽣態・機能特性情報を種分布に紐付けると
⽣態系サービスマップになる



特性⼀覧
葉⾯積
⽐葉⾯積
葉乾物重
葉厚
葉強度
材密度
樹⾼
花サイズ
花⾊
果実サイズ
種⼦サイズ
葉中炭素量
葉中窒素量
葉中リン量

葉中タンニン量

葉中フェノール量

開花フェノロジー
葉寿命

個体サイズの相対成⻑率

種の⽣態・機能特性情報を種分布に紐付けると
機能的多様性マップになる



温暖湿潤、酸性⼟壌で⾼標⾼
そして⼈為影響の⼤きい地域において、
⽊材種数が豊かです

建材などで利⽤される⽊材種の種数分布



薬⽤植物の種数分布

アルカリ⼟壌という特殊な条件で
薬⽤種数が豊かです
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Habitat suitability for deer増えすぎた野⽣⽣物の問題：シカ⾷害の脅威
シカ個体群の⽣息適地予測
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Averaged bark stripped ratio
シカ⾷害の予測地図

恩恵だけでなく、報いもある・・・



外来植物ホットスポット
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http://kyushu.env.go.jp/okinawa/アメリカハマグルマ

http://kyushu.env.go.jp/okinawa/
アメリカハマグルマ_A3⼆つ折
り%20印刷⽤.pdf

ペット遺棄による
外来動物種数の分布

野⽣化している外来脊椎動物は99種
ペットに由来するのは56種

哺乳類10種
⿃類25種
爬⾍類5種
両⽣類2種
⿂類14種

⽇本に侵⼊した外来植物 1094種



ツキノワグマ遭遇・襲撃リスクマップ

クマ遭遇ポイントデータ

クマ襲撃リスク予測
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⽇本の過去数⼗年（1980-2010年）
気温変動

温暖化による⽣物多様性の変化予測

温暖化に応答して⽇本の⽣物多様性（種数）パターンが、⼤きく変化する可能性
特に、北海道や東北などの⽣物種数が増加する点は、全ての⽣物分類群に共通

2010年代の全国の平均気温は
1980年代と⽐べて1.08度上昇（緯度約120kmの気温差に相当）
東⽇本太平洋側は２度以上も上昇
緯度にして約230kmの気温差に相当



温暖化で⽣物は北上しているのか？

”北限の変化”の箱ひげが

点線よりも上に位置

⿃類は多くの種が北上している

⿃類は北限が平均0.78度（約85km）北上

⽣物分布が温暖化に最⼤限適応する楽観的シナリオに基づいた予測は妥当だろうか？



データからわかること

１）温暖化による⽣物分布シフトは、⼀部の⽣物種（特に移動能⼒の⾼い

⿃類）では確実に進⾏している。

２）しかし、近年の温暖化にも関わらず、哺乳類、爬⾍類、両⽣類、淡⽔

⿂類の分布域は、ほぼ変化していない。



Priority rank

⽇本の陸と海の⽣物多様性の空間的保全優先エリア

⾚⾊・⻩⾊エリアは
⽣物多様性消失リスクを最⼩化する観点で
保全重要な地域

⾃然資本の保全と適切な利⽤を検討する基盤情報

⽇本領海（⽔深 200 メートル超海域）及びEEZ



地球の陸と海の30%以上を保護地域する⽬標「30by30」
⽣物多様性ビッグデータを基に国全体の保全計画の実効性を科学的に評価した世界初のケース
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まとめ Take home message

・⾃然資本は動くターゲット（まと） 「動く的（moving target）」なので
科学的アプローチで⾃然資本の持続可能性を強化すべき

・ビッグデータとAIに基づいた⾃然環境の可視化と予測が、気候変動適応の基盤

今の保護区で保全されている地域でも
温暖化で種の分布が保護区の外に変化する可能性が⾼く
現状の保護区は保全効果を失うことになる。

保護区も適応的にデザインされるべき→データに基づいて提案可能

野⽣⽣物と同様に
農作物や果樹や⽔産物も、気候温暖化で産地が変化する。

環境変動シナリオを基に、農林⽔産業の収益予測＆対策を検討すべき
→データに基づいて適応策を具現化する


